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「おはよう! 三鷹市です」FMむさしの  78.2MHz
放送時間／月～金曜日　10：20～10：25 

「みる・みる・三鷹」武蔵野三鷹ケーブルテレビ・JCNプラスチャンネル
第312回6月21日～7月4日
市の介護予防事業／水道週間
放送時間／月～金曜日　8：30　12：30　20：00　22：00
  土・日曜日　9：30　12：00　19：00　22：00

人口と世帯　平成21年6月1日現在
住民登録者数：176,643人 男：87,266人／女：89,377人 
外国人登録：3,114人 世帯：87,573世帯

●市役所代表電話
☎0422-45-1151

 代表電話ダイヤル後、交換手に各課の内線番
号をお伝えください。

●困りごとの相談は 　市民相談専用電話 
　☎0422-44-6600
●あなたのご意見を 　市民の声専用FAX
　☎0422-48-2810
●子どもを見守る　安全安心メールの登録
　 maam@req.jp
    あてに空メールを送信してください

古紙配合率100％再生
紙を使用しています
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と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
建
物
と
あ
わ
せ
て
、
当
時
の
建
築

設
計
原
図
も
登
録
し
ま
し
た
。

◆旧三鷹市消防団第十分団大沢火の見櫓
　火の見櫓

やぐら

の望楼に備えてある半鐘から推定する
と、昭和10（1935）年ごろに建てられたものと考え
られています。鉄製で高さは18.2m。直線的なプロ
ポーションで安定感のある美しい造形です。火の見
櫓はその役割を終えていますが、消防団やそれを支
えた地域住民の歴史を伝えている貴重な生活のなか
の風景です。地域の景観上のシンボルとして保存・
活用していきます。

◆坂上遺跡第5・10号住居跡出土
の縄文時代中期接合土偶

　体長16.9cm、腕が十字状に開き、
胴下半部の曲線が特に優美な数千年前
に造られた板状形土偶。この土偶は当
時（縄文時代）の祭祀などに使用された
ためか、一体の土偶が肩から脚の部分
と頭部とに分離されており、約100m
隔てた別々の住居跡から発掘・発見さ
れました。20年ほどの歳月を経て発
掘・発見したものを一つに接合した、
珍しい発見履歴をもつ土偶です。
◆井の頭池遺跡群B第6号住居跡出土
の縄文時代中期遺物（1,965点）

◆滝坂遺跡第6号住居跡出土の古墳時
代初頭遺物（318点）

◆多摩地方の典型的な農家の佇まいを
見せる旧箕輪家住宅主屋（1棟）

考古資料を展示・公開します
10月1日～11月30日（「東京文化財

ウィーク」の期間中、巡回展示）
教育センターおよび三鷹市遺跡調

査会展示室（新川3-7-9）

　箱根登山鉄道沿線では、
約1万株のあじさいが6月
中旬頃から咲き始めます。
7月12日㈰までの箱根登
山電車では、夜間にライト
アップされたあじさいを観
賞することができます。
　みたか荘では、ご希望
の方を最寄の駅まで送迎
します。

あじさい色に染まる初夏の箱根
お泊りは、源泉かけ流しの宿「箱根みたか荘」へ

定額給付金・子育て応援特別手当の
申請はお早めに！
★入金の確認は、通帳記入をしてご確認ください。
お問い合わせはコールセンターへ
☎76-２２２２
平日＝午前８時30分～午後５時（10月１日まで開設）

〒250-0407　神奈川県足柄下
郡箱根町二ノ平1297-5
☎0460-82-1116　 0460-
82-1743
HPhttp://www.mitakasou.jp

1泊2食6,500円から　申し込みは電話(9時～20時)、ファクスで
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　6月15日、市と㈱筑摩書房が共催する第25回太宰治賞
の贈呈式が、東京會館（千代田区）で開催されました。会
場では、集まった多くの出版関係者や報道陣を前に、受賞
作「だむかん」の作者、柄

からさわ

澤昌
まさゆき

幸さんに正賞（記念品）と副賞
（100万円）が贈呈されました。
　「だむかん」は、電力会社の土木課からダム管理所への
出向を命じられた会社員・都宮が主人公。仕事にやりがい
を求める都宮が向かった先は、ただそこに居る事が仕事と
いう退屈な環境で、仕事を教えてくれない同僚へのいら立
ちや苦痛を覚え始めます。しかし、圧倒的な自然の中で日々を過ごし、そんな日常を徐々に受け入れて
いく心境の変化をつづった作品です。
　選考委員の加藤典洋さんが「選考過程で賛否両論はあったが、この作品がもつ光の一片を信じた。
強い個性を持たない作品は淘汰されつつある昨今の出版界でも、独自の立ち位置を確立できる作品
だと考えている」と選評を述べると、柄澤さんは「会社勤めの傍ら取り組んでいた小説に、初めて本気
で取り組んだ作品が取り上げられ驚いている。まだ粗い文章が多いが、20年後にも作家として執筆
が続けられるよう頑張りたい。」と応えていました。
　3年前まで自身も電力会社に勤務し、その経験を基に「だむかん」を創作したという柄澤さん。今後
の作品については「16年間の会社員経験をもとに、封建的な組織の内部や、原子力対環境という板挟
みの構図を描きたい」と構想を語りました。
　受賞作を含む最終候補全4作品は、選考委員の選評などとともに『太宰治賞2009』に収録され、筑
摩書房から発売中です。
コミュニティ文化室☎内線2517

第25回太宰治賞を贈呈しました


